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ご回答は、選択肢番号を１つだけ選んでマルを

つけてください。 
 

Ｑ１．３月１１日の東日本大震災を経験して、あなたの
人生設計は変わりましたか。 

 １．大きく変わった 
 ２．ある程度変わった 
 ３．あまり変わらない 
 ４．まったく変わらない 
５．その他 (記入欄→）                    
 

Ｑ２．この大震災を経験して、いざという時に地域のつ
ながりは重要だと思うようになりましたか。 

 １．強くそう思うようになった 
 ２．ややそう思うようになった 
 ３．そう思わない 
 ４．まったくそう思わない 
 ５．その他 (記入欄→）                    
 

Ｑ３．まず、いまの政治などについてお聞きします。 
あなたは、菅内閣を支持しますか。支持しませんか。 

１．支持する 

２．支持しない 

３．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ４．あなたはいま、どの政党を支持していますか。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

民 自 公 共 社 み 国 た 新 新 そ 支 
主 民 明 産 民 ん 民 ち 党 党 の 持 
党 党 党 党 党 な 新 あ 日 改 他 政 
            の 党 が 本 革 の 党 
            党   れ     政 な 

              日     党 し 
              本         

 
 
 
 

 
Ｑ５．あなたは、いまの生活にどの程度満足していますか。 
 

 １．大いに満足している 

 ２．ある程度満足している 

 ３．あまり満足していない 

 ４．まったく満足していない 

 ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ６．あなたは、いまの政治にどの程度関心がありますか。 
 

  １．大いに関心がある 

  ２．ある程度関心がある 

  ３．あまり関心はない 

  ４．まったく関心はない 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ７．あなたは、日本の政治をどの程度信頼していますか。 
 

  １．大いに信頼している 

  ２．ある程度信頼している 

  ３．あまり信頼していない 

  ４．まったく信頼していない 

  ５．その他 (記入欄→）                    
 
 

Ｑ８．いまの日本の政治は、社会の将来像や道すじを示し
ていると思いますか。それとも、示していないと思いますか。 

  １．示している 

  ２．示していない 

  ３．その他 (記入欄→）                    
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Ｑ９．わたしたちの生活をよくするために、政治はどの程
度役に立っていると思いますか。 

  １．大いに役に立っている 

  ２．ある程度役に立っている 

  ３．あまり役に立っていない 

  ４．まったく役に立っていない 

  ５．その他 (記入欄→）                    
 
Ｑ１０．あなたは、いまの日本の政治は、国民の意思をど
の程度反映していると思いますか。 

  １．大いに反映している 

  ２．ある程度反映している 

  ３．あまり反映していない 

  ４．まったく反映していない 

  ５．その他 (記入欄→）                    
 
Ｑ１１．あなたは、これからの日本の政治に、どの程度期
待していますか。 

１．大いに期待している 

２．ある程度期待している 

３．あまり期待していない 

４．まったく期待していない 

５．その他 (記入欄→）                    
 
Ｑ１２．あなたは、いまの世の中には、信用できる人が多
いと思いますか。それとも、信用できない人が多いと思い
ますか。 

  １．信用できる人が多い 

  ２．信用できない人が多い 

  ３．その他 (記入欄→）                    
 
Ｑ１３．失業や貧困は、個人の責任のほうが大きいと思
いますか。それとも、社会の責任のほうが大きいと思い
ますか。 
 

  １．個人の責任のほうが大きい 

  ２．社会の責任のほうが大きい 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ１４．「社会保障を充実させると、税金や保険料の負担が
増えて経済に悪い影響がある」という意見と、「社会保障を
充実させると、老後への不安が少なくなって消費が活発に
なるなど経済によい影響がある」という意見があります。
あなたの考えはどちらに近いですか。 

  １．経済に悪い影響がある 

  ２．経済によい影響がある 

  ３．その他 (記入欄→）                    
 
 
 
 
 

Ｑ１５．「社会保障が充実すると働く意欲が失われる」とい
う意見があります。あなたは、この意見に賛成ですか。反
対ですか。 

  １．賛成  ２．反対  ３．その他 
 

Ｑ１６．あなたは、医療にかかるお金や老後の生活を支
えるお金は、個々人でなんとかするべきだと思うほうで
すか。それとも、社会全体で支え合うべきだと思うほう
ですか。 

１．個々人でなんとかするべきだと思うほう 

２．社会全体で支え合うべきだと思うほう 

３．その他 (記入欄→）                                       
 
Ｑ１７．社会保障の負担と給付のあり方を考えたとき、こ
れからの日本は次の２つのうち、どちらの方向を目指した
ほうがよいと思いますか。あなたの考えに近いほうを選ん
でください。 

  １．国民の負担を今より増やして、社会保障を 
    維持・充実させるほうがよい 

  ２．社会保障の水準は下がってもよいので、 
    国民の負担を今より軽くするほうがよい 

  ３．その他 (記入欄→）                                       

 

Ｑ１８．少子高齢化が進んで社会保障の財源が足りな
くなった場合、どうやって費用をまかなうべきだと思
いますか。あなたの考えに近いものを１つだけ選んで
ください。 

１．消費税を引き上げる 

２．所得税や法人税を引き上げる 

３．保険料を引き上げる 

４．税や保険料は上げずに社会保障のサービスを 
減らす 

５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ１９．あなたは、老後の生活費をどうやってまかな
おうと思いますか。 

  １．年金だけでまかなう 

  ２．年金を中心にして、貯蓄や他の収入で補う 

  ３．貯蓄や他の収入を中心にして、年金で補う 

  ４．貯蓄や他の収入だけでまかなう 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ２０．あなたは、老後にどの程度収入があれば、夫婦ふ
たりで、ある程度ゆとりのある生活が送れると思いますか。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６ 
  程月 程月 程月 程月 以月  そ 
  度10 度20 度30 度40 上50  の 
   万  万  万  万  万  他 
   円  円  円  円  円   
 
 
 
 
 
 次に右上の Ｑ２１に進んでください 
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Ｑ２１．あなたは、厚生年金や国民年金などの公的年金
制度にどの程度関心がありますか。 

  １．大いに関心がある 

  ２．ある程度関心がある 

  ３．あまり関心がない 

  ４．まったく関心がない 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ２２．あなたは、厚生年金や国民年金などの公的年
金制度を、どの程度信頼していますか。 

  １．大いに信頼している 

  ２．ある程度信頼している 

  ３．あまり信頼していない 

  ４．まったく信頼していない 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ２３．あなたは、公的年金制度は将来にわたって続け
ていくことができると思いますか。そうは思いませんか。 

  １．続けていくことができる 

  ２．そうは思わない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ２４．政府は「ねんきん特別便」や「ねんきん定期便」
を加入者に郵送し、加入記録などの情報を提供していま
す。あなたは、特別便や定期便の内容を読んでいますか。
読んでいませんか。 

１．読んでいる 

２．読んでいない 

３．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ２５．あなたは、ご自身の年金記録が正確かどうか、
不安を感じていますか。感じていませんか。 

  １．不安を感じている 

  ２．不安は感じていない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ２６．あなたは、今の年金制度は保険料の支払いや受
給額の面で公平な仕組みになっていると思いますか。な
っていないと思いますか。 

  １．公平な仕組みになっている 

  ２．公平な仕組みになっていない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ２７．あなたは、公的年金の保険料負担は、適度な
負担だと思いますか。それとも、割に合わないと思い
ますか。 

１．適度な負担だ 

  ２．割に合わない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ２８．すべての年金に共通する基礎年金部分の保険
料の徴収をやめ、その分、消費税を引き上げて年金の
財源にあてるという考え方があります。あなたは、こ
の考え方に賛成ですか。反対ですか。強い賛成を１、
強い反対を７、ちょうど中間を４として、あなたの考
えに一番近いと思う番号にマルをつけてください。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
  賛        中        反 
  成        間        対 
 
 
Ｑ２９．払った保険料に応じて年金を受け取る所得比
例年金をもとに、今の基礎年金制度を廃止して、年収
の低い人に支給する最低保障の年金制度を創設する
という案に賛成ですか。反対ですか。 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７    
賛        中        反    
成        間        対    
                        
                        

 
Ｑ３０．年金制度には、働いている現役世代が払った保
険料を財源として、現在のお年寄りの年金を支給する 
「賦課（ふか）方式」と、自分たちの世代が現役時代に払
った保険料を積み立てておき、老後にその運用益ととも
に給付を受ける「積立方式」があります。年金制度には、
賦課方式と積立方式のどちらがふさわしいと思いますか。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
  賦        中        積 
  課                 立 
  方                 方 
  式        間        式 
 

 
Ｑ３１．公的年金制度の改革は、すでに年金を受給して
いる現在の世代を中心に考えるべきだと思いますか。そ
れとも、これから年金に加入する将来の世代を中心に考
えるべきだと思いますか。あなたの考えに一番近い番号
にマルをつけてください。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
  現        中        将 
  在                 来 
  の                 の 
  世                 世 
  代        間        代 

 
Ｑ３２．いまの年金制度では、少子高齢化が進むと、現
役世代が払う保険料が増えたり、もらえる年金額が減っ
たりします。その結果、保険料負担に対してもらえる年
金額は若い世代ほど少なくなります。あなたは、このよ
うに世代間で負担と給付のバランスに違いがでることは
不公平だと思いますか。不公平ではないと思いますか。
あなたの考えに一番近い番号にマルをつけてください。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  
  不        中        は不 
  公                 な公 
  平                 い平 
  だ        間         で 
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次のページの左上のＱ３３に進んでください 
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Ｑ３３．少子高齢化が進むことを考えたとき、これか
らの公的年金制度について、①「保険料や税金の負担
を今より重くし、給付の水準を維持・向上する」とい
う考え方と、②「給付の水準を今より低くし、保険料
や税金の負担を抑える」という考え方があります。あ
なたの考えに一番近い番号にマルをつけてください。 

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
  ①        中        ② 
  に                 に 
  賛                 賛 
  成        間        成 

 
Ｑ３４．年金が受け取れるのは、いまの移行期間が過ぎ
れば原則として６５歳からになります。あなたは、少子
高齢化が進むことを考えると、年金を受け取れる年齢を
もっと遅くしたほうがよいと思いますか。６５歳のまま
のほうがよいと思いますか。あなたの考えに一番近いも
のを１つだけ選んで下さい。 

 １   ２   ３   ４   ５   ６ 
 う遅 よしいど いど いのいど で65   そ 
 がく いたえち えち  まえち よ歳   の 
 よし  ほばら なら  まばら いの   他 
 いた  う遅か いと  で65か  ま 
  ほ  がくと  も  よ歳と  ま 
 
Ｑ３５．あなたは、社会保障の財源を確保するために、
消費税を引き上げることに賛成ですか。反対ですか。 

  １．賛成 

  ２．反対 

  ３．その他 

 
Ｑ３５-Ａ．では、社会保障のために消費税の税率を
いまの５％から引き上げるとしたら、あなたは、何％
ぐらいまでなら認めてもよいと思いますか。 

    １．７％ 

    ２．１０％ 

    ３．１５％ 

    ４．２０％ 

    ５．その他 (記入欄→）                    
 

Ｑ３６．あなたは、消費税を引き上げる場合は、その
前に衆議院を解散して総選挙をする必要があると思
いますか。その必要はないと思いますか。 

  １．衆議院を解散して総選挙をする必要がある 

  ２．その必要はない 

  ３．考えたかとがない 

 
Ｑ３７．消費税の使い道を年金、高齢者医療、介護とい
った社会保障分野に限り、その費用の増加に合わせて消
費税の税率を引き上げるべきだという意見があります。
あなたは、この意見に賛成ですか。反対ですか。 

  １．賛成 

  ２．反対 

  ３．その他 (記入欄→）                    

Ｑ３８．あなたは、年金問題での政府の取り組みをど
の程度評価しますか。 

  １．大いに評価する 

  ２．ある程度評価する 

  ３．あまり評価しない 

  ４．まったく評価しない 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ３９．あなたは、政府や政党はこれからの年金制度の
あり方をどうするべきかについて、判断する材料を国民
に示していると思いますか。示していないと思いますか。 

  １．示している 

  ２．示していない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ４０．あなたは、政権交代したことで、社会保障制度
の改革は前進したと思いますか。後退したと思いますか。
それとも、変わらないと思いますか。 

  １．前進した 

  ２．後退した 

  ３．変わらない 

  ４．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ４１．菅内閣は、社会保障と税の一体改革を進めると
しています。あなたは、この取り組みにどの程度関心が
ありますか。 

  １．大いに評価する 

  ２．ある程度評価する 

  ３．あまり評価しない 

  ４．まったく評価しない 

  ５．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ４２．あなたは、菅内閣の社会保障と税の一体改革へ
の取り組みに期待しますか。期待しませんか。 

  １．期待する 

  ２．期待しない 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ４３．社会保障と税の一体改革は、与党と野党が党派
を超えて一緒に議論して結論を出すほうがよいと思いま
すか。それとも、与党と野党が別々に案をまとめ、衆議
院選挙で争点にするのがよいと思いますか。 

  １．与党と野党が党派を超えて一緒に議論して 
    結論を出すほうがよい 

  ２．与党と野党が別々に案をまとめ、衆議院選挙 
    で争点にするのがよい 

  ３．その他 (記入欄→）                    

 

 

 

１を選んだ方は、 

Ｑ３５-Ａ もお答え 

ください。 
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次に右上の Ｑ４４に進んでください 
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Ｑ４４．税金や年金、健康保険などをまとめて管理する
ための共通の番号をすべての国民に割り振ろうという考
え方があります。これについて、公平な課税や社会保障
給付に必要だという意見と、プライバシーが侵害される
ので導入すべきではないという意見があります。あなた
は、共通番号の導入に賛成ですか。反対ですか。 

  １．賛成  ２．反対  ３．その他 
 

Ｑ４５．あなたは、子育ては社会全体で支援するべきだ
と思いますか。個人の責任ですることなのでその必要は
ないと思いますか。 

  １．社会全体で支援するべき 

  ２．個人の責任ですることなのでその必要はない 

  ３．その他 (記入欄→）                                       

 

Ｑ４６．あなたは、子育てにかかる費用について、公的
な負担をもっと増やすべきだと思いますか。いまの程度
で十分だと思いますか。それとも、いまより減らすべき
だと思いますか。 

  １．公的な負担をもっと増やすべきだ 

  ２．いまの程度で十分だ 

  ３．いまより減らすべきだ 

  ４．その他 (記入欄→）                    

 

Ｑ４７．これからの社会保障や公的サービスを考えたと
き、次のどちらに力を入れたほうがよいと思いますか。
あなたの考えに近いほうを選んでください。 

  １．年金や医療など高齢者の社会保障の充実 

  ２．子育てや雇用支援など現役世代の社会保障の充実 

  ３．その他 (記入欄→）                                       

 
Ｑ４８．２０１０年現在の日本で、６５歳以上の高齢者数
の全人口における比率はどのくらいだと思いますか。 
１．５～１０％  
２．１０～１５％  
３．１５～２０％  
４．２０～２５％  
５．わからない 

 
Ｑ４９．日本の年金制度は賦課方式を採用しています。１
９７０年には 8.5 人の現役世代で１人の高齢者を支えてい
ました。２０１０年現在では、何人の現役世代で高齢者 1
人を支えているでしょうか。 
１．１人  
２．１.５人  
３．２人  
４．２.５人  
５．３人  
６．わからない 

 
 
 
 
 
 

Ｑ５０．２０１０年３月末現在の国民年金保険料の納付率
は、およそどのくらいだと思いますか。 
１．５０%  
２．６０%  
３．７０%  
４．８０％以上  
５．わからない 

 
Ｑ５１．日本の平均寿命は、どのくらいだと思いますか（２
０１０年現在）。 
（１）男性 
１．７６歳 ２．８０歳 ３．８４歳 ４．８８歳  
５．わからない 
 
Ｑ５２. 
（２）女性 
１．７８歳 ２．８２歳 ３．８６歳 ４．９０歳  
５．わからない 
 
Ｑ５３．基礎年金を受け取るためには何年以上、保険料を
納めればよいですか。 
  １．５年 
  ２．１０年 
  ３．２０年 
  ４．２５年 
  ５．わからない 
 
Ｑ５４．保険料をもれなく納めた場合、受給できる基礎年
金はいくらですか。 
 １．５５,０００円 
 ２．６０,０００円 
 ３．６６,０００円 
 ４．７０,０００円 
 ５．わからない 
 

 
Ｑ５５．あなたは、男性ですか。女性ですか。 
 

１．男性  ２．女性 

 
 
Ｑ５６．あなたは、いま何歳ですか。 
 

１．２０～２４歳    ２．２５～２９歳 

３．３０～３４歳    ４．３５～３９歳 

５．４０～４４歳    ６．４５～４９歳 

７．５０～５４歳    ８．５５～５９歳 

９．６０～６４歳    10．６５～６９歳 

11．７０～７４歳    12．７５～７９歳 

13．８０～８４歳    14．８５歳以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次のページのＱ５７に進んでください 
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Ｑ５７．あなたのご職業についてお聞きします。下表の左
端にある１～６の番号の中から１つマルをつけてくださ
い。どれにあたるかわからない方は、「６」にマルをつけ、
「その他」の欄にご職業をお書きください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５８．あなたは、現在、結婚なさっていますか。 

１．未婚        ２．既婚（配偶者あり） 

３．既婚（離別・死別） ４．その他 

 
Ｑ５９．あなたの最終学歴を教えてください。 
（在学中の方は、いま通っている学校を選んでください） 

１．小・中学校（または旧制高等小学校） 

２．高校（または旧制中学、高等女学校など） 

３．専門学校 

４．短大・高専 

５．大学 

６．大学院 

７．その他 (記入欄→）                    

 
Ｑ６０．あなたのお住まいは、次のうちどれですか。 

１．持ち家（一戸建て） 

２．持ち家（マンション・アパートなどの集合住宅） 

３．賃貸住宅・社宅（一戸建て） 

４．賃貸住宅・社宅 

（マンション・アパートなどの集合住宅） 

５．その他 (記入欄→）                    
 

Ｑ６１．あなたの生活水準は、次の中ではどこに入ると
思いますか。 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
上  上  中  中  中  下  下 
の  の  の  の  の  の  の 
上  下  上  中  下  上  下 

 
 
 
 
 

Ｑ６２．あなたがいま、加入している公的年金はどれですか。 

１．国民年金①（自営業者とその配偶者、学生、無職

の方など） 

２．国民年金② 
（会社員などサラリーマン家庭の専業主婦の方） 

３．厚生年金（会社員の方） 

４．共済年金（公務員、団体職員、教職員の方） 

５．その他 (記入欄→）                    
 

Ｑ６３．ところで、あなたのお宅には、家庭用の固定電
話がありますか。（携帯電話のみの方は「ない」にマル） 

１．ある      ２．ない 
 

Ｑ６４．ご自分の家の中で、あなたが電話で人と話す
ときには、 「ご家庭の固定電話」と「携帯電話」の
どちらをおもに利用していますか。あなたの利用状況
に一番近いものを１つだけ選んでください。 
 

１．携帯電話しか利用していない 

２．ほとんど携帯電話を利用し、たまに固定電話を利用 

３．どちらかといえば携帯電話の利用が多い 

４．どちらかといえば固定電話の利用が多い 

５．ほとんど固定電話を利用し、たまに携帯電話を利用 

６．固定電話しか利用していない 

７．その他 (記入欄→）                     
 

Ｑ６５．あなたは、インターネットを使っていますか。 

１．使っていない 

２．月に数回使う 

３．週に数回使う 

４．毎日１時間程度使う 

５．毎日２時間程度使う 

６．毎日３時間以上使う 

７．その他 (記入欄→）                     

一般事務・営業・経理・総務・秘書など

公務員・教職員など　　　　

お勤めの方で医師・弁護士・会計士などの有資格者

お勤めの方で専門職や技術職の方

民間企業の課長職以上の方、管理的公務員　　

勤務医などの専門職で院長や部門長　　　　　　

製　造 衣服・食品・機械・家などのものづくり　　

販　売 店員・保険などの外交員・不動産仲介など

サービス ホテル・飲食・理容・警備・清掃業など　　　　　　

経営者、医師・弁護士・会計士などのうち自営の方

美術･芸能･ｽﾎﾟｰﾂなどに関わる自由業の方

４ 農林漁業農業・酪農・林業・園芸・漁業など

５ 主　婦 おもに専業主婦の方

おもに年金生活の方

学生の方　　　　　　　　　　　　　

特定の職についていない方　　　　　　　

その他
(記入欄）

１

事務職

専門･技術

管理職

自　営

２

３

無　職
６


